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■館長あいさつ

着任にあたって

　早いもので館長に就任してから２ヶ月

が過ぎました。毎朝、盛岡市内より北に

向かって車を走らせ博物館を目指してい

ますが、徐々に大きくなる雄大な岩手山

の姿を見るにつけ、啄木ではありません

が襟を正す気持ちになります。 

  「知らぬ土地に着いたら、博物館に行く

労をいとうな」とは、作家で旅行家でも

あったスタンダールの忠告です。それぞ

れの町にはそれぞれの遺物が、多くの研

究者や専門家の手によって集められてい

ます。折角旅に出たのなら観光だけでな

く、その土地の歴史や文化も知れ、とい

うスタンダールの言葉と思います。私も

この忠告を守るべく、出来る限り旅先で

は博物館・美術館に足を運ぶよう心がけ

ています。岩手県立博物館におきまして

も県民の皆様にはもちろんのこと、遠路

遙々県外・国外から訪れた方々が、「来

た甲斐があった。」と思われる博物館を

目指して参りたいと考えています。

　さて、この４月、前館長の中山敏氏の

後を引き継ぐことになりました。前館長

は2012年に着任し、特にも東日本大震

災津波の後、大津波被災文化財保存修復

連携プロジェクトを立ち上げ、会長とし

て全国各地で展覧会、ワークショップ等

を開催し、今後の文化財再生の進展に資

する活動を展開されてきました。そして、

このプロジェクトによって、今後発生す

る大規模自然災害時に対する準備が全国

各地で進展することも期待されていま

す。中山前館長には被災後の４年間、県

内外の博物館復興のために多大なるご尽

力をいただき、心から感謝申し上げます。

　今後、私も歴代の館長が築き上げて来

られた理念と使命を継承して行かなけれ

ばならない立場にありますが、平成20

に制定された「岩手県立博物館使命書」

に則り、事業の推進を図って参りたいと

考えています。

　使命書には「私たち岩手県立博物館は、

５億年にわたる大地、多様な生物相、縄

文・平泉などの歴史的変遷、地域性豊か

で多彩な民俗事象を背景とし、広大な岩

手の地域的特性を活かしながら新たな価

値の発見に努め、県民の要請に応えて県

民とともに歩む博物館として機能を強化

し、新たな地域文化の創造を目指す」こ

とが記されています。　

　この使命書に基づき、県民と一体と

なった博物館活動の促進を図りたいと考

えております。多くの方に繰り返し足を

運んでいただき、「楽しかった。為になっ

た。もう一度来てみたい。」と思われる『身

近で愛される博物館』となるよう取り組

んで参ります。今後とも皆様のより一層

のご支援をお願いいたします。

■活動レポート

ミュージアムシアター映写ボランティア「シネマ友の会」

普及事業を支えるボランティアの活動

　博物館では毎月第 1 土曜日に中央地域

視聴覚ライブラリー（盛岡教育事務所管

内市町村の共同出資で設置運営）との共

催で「ミュージアムシアター（映画会）」

を開催しています。

　この映画会で映写をご担当いただいて

いる盛岡教育事務所映写ボランティア

「シネマ友の会」の当館における活動が

10 年の節目を迎えました。

　そこで、日頃の感謝の意を込めて、3

月 5 日 ( 土 ) の上映前に感謝状贈呈式を

執り行いました。式では映画会のお客様

からも温かい拍手をいただき、和やかな

ひとときとなりました。

【シネマ友の会の皆さん】

佐藤勲さん（83 歳）、藤田栄三郎さん

（78 歳）、松尾庄三さん（78 歳）、金濱

芳孝さん（68 歳）

（学芸第三課　川向富貴子）

館長　髙 橋 廣 至

■事業報告

バーミングハム公立図書館からの贈り物 日米親善人形『ミス岩手』の里帰り

　岩手県立博物館では、米国アラバマ州、

バーミングハム公立図書館、株式会社　

吉徳の御支援により、『ミス岩手』を公

開しました。

　昭和２年春、日米関係の悪化を懸念し

た米国宣教師のシドニー･L･ギューリッ

ク博士をはじめとする両国の友好・親善

を願う人々の尽力で、米国から１万２千

体をこえる『青い目の人形』が日本に贈

り届けられました。その年の秋、渋沢栄

一氏が中心となり、愛くるしい58体の

大型市松人形が、わが国から答礼人形と

して米国に贈られました。

　ミス岩手もその一つで、バーミングハ

ム公立図書館に迎え入れられ、大切に保

管されてきましたが、経年劣化が進んだ

ため、株式会社　吉徳の工房で修理する

ことになり、平成27年8月に日本に運び

込まれました。修理後、米国に戻るまで

の間、岩手県立博物館での公開が許可さ

れ、88年ぶりに、里帰りが実現

しました。

　ミス岩手の公開では、岩手県

陸前高田市立気仙小学校所蔵

（陸前高田市立博物館寄託)、『青

い目の人形』を並べて展示しま

した。米国から贈られた青い目

の人形は戦時中、軍の命令で焼

却処分される運命にありました

が、気仙小学校の人形は、女性

教師の機転で難を逃れることが

できました。東北地方太平洋沖

地震の後襲来した大津波によっ

て流出し、一時行方不明になりましたが、

その後無事発見され、岩手県立博物館で

安定化処理が施されました。戦争と東日

本大震災という、２度の危機を乗り越え

た人形です。今回の展示を通し、それぞ

れ見知らぬ国で友情の絆を深めてきた２

つの人形が、歴史的対面を果たすという、

貴重な機会を設定することができまし

た。この状況はマスメディアを通じ広く

公表され、多くの方々の共感を呼びまし

た。対面を終えた２体の人形は再び、そ

れぞれが担った役目を果たすため、新た

な旅に出ました。

（首席専門学芸員　赤沼英男）

■活動レポート

体験学習室ハンズオン資料ドレスの制作

岩手県立平舘高等学校との連携プロジェクト

　博物館では学校教育との連携を図る新

たな取り組みとして、県立平舘高等学校

家政科学科（八幡平市／岩渕健一校長、

加藤幸美教諭指導）との共同プロジェク

トを立ち上げ、１年を通じて活動を続け

てきました。

　当館は、明治中頃に岩手県令（現在の

知事）の職を務めた石井省一郎氏の妻・

應子氏が鹿鳴館

で着用したとの

言い伝えが残る

2種類のドレス

を所蔵していま

す。

　プロジェクト

では、ファッショ

ンデザイナーの

二宮柊子・経沢

洋美両先生をアドバイザーに迎え、その

明治時代のドレスをモデルとするハンズ

オン資料の制作にあたりました。

　作業は課題研究の授業の一環として行

われ、同校被服班に在籍する３年生９名

の皆さんが取り組みました。

　そして、平成28年２月、完成披露・

引渡式の日を無事に迎えることができま

した。成果品は、２月下旬から当館体験

学習室「身につけるコーナー」で活用し

ています。ぜひ、高校生が手掛けた作品

に会いに、博物館へお越しください。

（学芸第三課　川向富貴子）

平成 27 年 12 月 23 日 ( 水 ) ～平成 28 年 3 月 6 日（日）

『ミス岩手』と『青い目の人形』の対面

ドレスを作成した平舘高校被服班 ハンズオン資料ドレス
にのみや

あつこ

とうこ つねざわ

ひろみ


